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自治医科大学

2013年医学部第 15問

15 円C : x2+ y2¡ 4x¡ 5 = 0，直線L : y = 2x+ kについて考える（kは正の実数定数）．円Cと直線L

は，異なる 2点 P，Qで交わる．線分 PQの長さが 4となるとき，kの値を求めよ．


